







だと考えられる。 まさに、ディスプレイがブラウン管から液品 （LC D） そして、有機 ELヘシフ
トする様は、必然性であるかのように感じられる。 しかし、有機 ELなどの有機 半導体の歴史
は、 まだまだ浅く解明されていない原理原則、 物性などが多い。 また、 コマーシャライズす




活し、 残りの 114の一部は横方向などへ伝搬してしまうため最終的に 5%程度になると議論さ
れてきた。 我々は、 正面以外に伝搬してしまう光を励起光源とみなし、 この波長よりも低エ
ネルギ一波長を持つ光へと変換する手法として微細領域発光色変換構造を提案した。 本構造
によれば複数色を電流注入と光励起によって得られ演色性の高い光源ヘ応用が期待される。




図 1 : 微細領域発光色変換構造
．自体封止構造を持つ両面有機ELマトリックスパネル




うプロセスを検討した。 プロセスとデバイスの概略を 図 2 に示す。 本手法では、 保護膜や乾
燥剤を用いることなく、有機 EL素子を構成する部材のみで封止まで組み込んでいる。 したが
って、 接着剤に含まれる溶媒などによる有機 材料の劣化や分解を抑制し素子特性を劣化させ
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術として化学気層成長 （CVD）法がある。 本研究では、 CVD法を用い、 CH4とH2ガスを原料に
Diamond Like C arbone(DLC)薄膜を堆積し、 ゲート絶縁膜に用いた。 DLC薄膜は、 比誘電率が
2-3程度と低い為、層間絶縁膜としても優れている。 図 3に静特性を示す。 チャネル長とチャ
ネル幅は、 それぞれ 0.5、 Immである。 ゲート絶縁膜は、 250nmとした。 DLC薄膜の平坦性
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図 3：試作した有機薄膜トランジスタの静特性
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